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①対象クラス：保育園の 5 歳児クラス（年長組）2 クラス。 A 組は、男児 10 名、女児 11 名、
B 組は、男児 10 名、女児 10 名、で構成されている。2 クラスとも 2 名の担任保育者で保育を
行っている。 
②対象児（抽出児）：A 組在籍の男児 1 名（以下A 児とする）であり、高機能広汎性発達障害
の診断を受けている幼児である。 
③ゲーム実施期間：X 年 8 月～X+1 年 3 月とする。 
対象クラスの保育活動の中に集団ゲーム遊びの時間を設定し継続的に実施していった。実践
時期を第 1 期から第 4 期に分け、A・B 組が 1 ヶ月交替でゲーム実践を行い、各期終了後に保





















①ゲーム 1 ボールゲームについて 
 本研究で実践したボールゲームは、的当てとハンドボールに似たボールゲームで、仲間と協
力し、パスをしながらゴールを目指すゲームである。 










































































ような支援が有効だと思われるかどうかを調査した。調査は 2 つの方法で実施した。 
調査 1 では、対象クラスの保護者に保育参観の際にボールゲームの様子を見てもらい、アンケ

















A 組の高機能広汎性発達障害の診断を受けている幼児 1 名を対象児（A 児）とし、実態把握
に基づいた支援計画を立案し、支援を行った。A 児の支援と併行して、クラス集団に対しての
支援も行い、A 児の人間関係がどのように変化したかを検討する。 
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